
再評価結果（平成１９年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：木村 昌司

事業名 一般国道４１１号 上萩原Ⅱ期バイパス 事業 補助国道 事業 山梨県
かみはぎわら

区分 主体

起終点 起点 山梨県甲 州市塩山上萩原 延長
やまなし こうしゅう えんざんかみはぎわら

終点 山梨県甲 州市塩山上萩原 ２．６km
やまなし こうしゅう えんざんかみはぎわら

事業概要

一般国道４１１号は、東京都八王子市と山梨県甲府市を結ぶ延長約１１８ｋｍの幹線道路であり、第一

次緊急輸送道路にも指定されている重要な路線である。上萩原Ⅱ期バイパスは、交通の隘路となっている

未改良区間の解消を目的とした、甲州市塩山上萩原地内の延長約２．６ｋｍのバイパス事業である。

Ｈ９年度事業化 Ｈ 年度都市計画決定 Ｈ１０年度用地着手 Ｈ１０年度工事着手

（Ｈ 年度変更）

全体事業費 １０２億円 事業進捗率 ９０％ 供用済延長 １．５km

計画交通量 ２，６３０台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 １．１ １４/１２０億円 １３４/１３４ 億円 平成１８年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益130/130億円事 業 費：11/117

億円 走行費用減少便益3 /3 億円(残事業) ９．６ 維持管理費：3 /3

交通事故減少便益1 /1 億円

感度分析の結果

－

事業の効果等

・狭隘部の解消と線形改良による通行車両の安全確保

・登坂車線を設置することによる交通円滑化

・事前通行規制区間の縮小

関係する地方公共団体等の意見

地元の首長等で構成される期成同盟会より、未改良区間の整備促進について、要望を受けている。

（Ｈ１７.１２．１２）

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

同路線の別途箇所においてＨ１７年７月に土砂崩落があり４５日間の全面通行止めを行った。

事業の進捗状況、残事業の内容等

順調に事業は進捗している。残事業はトンネル工事及び橋梁工事。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

トンネル工事及び橋梁工事を促進し平成２１年度の完成を目指す。

施設の構造や工法の変更等

橋梁工への新工法採用、工事用道路の構造や盛土法面の処理方法の見直し、トンネル型枠の共有化など

を実施する。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図
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※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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